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研究成果の概要（和文）：1)透析中1時間毎及び24時間の心拍変動指標を検討。透析中に過降圧を来す患者は24
時間ホルター心電図で得られるlong-termλが高値である、透析終盤に血圧が上昇する患者は透析治療時間を１
時間毎に区切ったshort-termλが低値であることを見出した。2)血液透析患者に非観血的血圧連続測定を行い①
生データをｃｓｖファイルに変換、②キャリブレーション中のデータを削除、③我々が心拍変動を解析する際に
用いる指標（LF, HF, LF/HF, SDNN, RMSSD, λ）を自動的に算出するプログラムを作成。血圧変動グラフにおい
てトゲ状のスパイク波がみられると血圧が低下することを見出した。

研究成果の概要（英文）：1) We have reported that non-Gaussian heart rate, λ, was an independent 
predictor of mortality in patients with chronic heart failure.In this study, we can demonstrated 
that the chronic hemodyslysis patients with intradilytic hypotension show higher λ.  We calculated 
the short-term λ, which was calculated from heart rate at each 1-hour period of dialysis treatment.
  We found that the chronic hemodyslysis patients, whose systolic blood pressure rose toward the end
 of the dialysis, have lower short-term λ. 
2) We analysis the blood pressure variability obtained by non-invasive blood pressure monitor.  We 
found that the "spike -like" wave popped-up before the volcanic intradialytic hypotension.

研究分野：血圧
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研究成果の学術的意義や社会的意義
透析患者において透析中に突発的に生じる過降圧は最大の苦痛の１つである。これまでにより早くこの突発的過
降圧を検出する方法や器機は研究されてきた。しかし突発的過降圧を検出いたとしてもで、その時点から対処し
ても患者の苦痛を回避することは不可能である。血圧低下は瞬時に大きく下降し、その時に対処しても間に合わ
ないからである。これからはいかに突発的過降圧を予知するか？が求められる。我々の研究は透析中に過降圧を
来し患者候補を24時間ホルター心電図の結果によって洗い出すことを可能とした。さらに非観血的血圧連続測定
を行い、on-timeで血圧変動を解析し過降圧が生じそうであることを予見することを可能とした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
透析医療では医療スタッフがベッドサイドで血圧低下に対応している。国内外で着用型も
しくは体内に移植する人工腎臓の開発 が取り組まれながらも無人運転できないことが障
壁となっている。透析患者において透析中に突発的に生じる過降圧は最大の苦痛の１つで
ある。これまでにより早くこの突発的過降圧を検出する方法や器機は研究されてきた。しか
し突発的過降圧を検出したとしても、その時点から対処しても患者の苦痛を回避すること
は不可能である。血圧低下は瞬時に大きく下降し、その時に対処しても間に合わないからで
ある。 
 
２．研究の目的 
透析中の血圧低下をより早く見出そうという従来の試みには 限界があり，私たちは血圧低
下を予知することに着目した。私たちは既に心拍の「予期せぬ突発的変動」を予知する非ガ
ウス指 標 λを世界に先駆けて見出した。λは交感神経活動度の指標であると提唱したが交
感神経系を抑制する薬剤が λ値を低下させる ことでこれを証明することにも成功した。 
 
３．研究の方法 
これまでの我々の一連の研究成果を踏まえ，本研究では透析中の血圧低下を「鋭敏に検出す
るの ではなく予知する」システムの開発を目指し，まず非観血的に連続測定した血圧の変
動指標を用いて血圧低下を予知する人工知能システムを創出することを目標とした。万人
に当てはまるモニタリングではなく，患者個々に独特な予知方法を探索する点が独創的で
ある。非観血的連続血圧測定器 CNAPを血液透析中の患者に装着し突発的過降圧が生じる
前にどのような血圧変動指標がみられるか検討した。 
 
４．研究成果 
 
血液透析患者に非観血的血圧連続測定を行い①生データをｃｓｖファイルに変換、②キャ
リブレーション中のデータを削除、③我々が心拍変動を解析する際に用いる指標（LF, HF, 
LF/HF, SDNN, RMSSD, λ）を自動的に算出するプログラムを作成。血圧変動グラフを描
くと突発的過降圧に先行してトゲ状のスパイク波がみられることを見出した。これを ON-
TIMEで検出する器機の創出には至らなかった。 
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